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﹇
木
曽
署
﹈
木
曽
と
伊
那
は
直
線
で
二
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
木
曽
山

脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
に
阻
ま
れ
交
易
に
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
山
道
は
江
戸
時
代
に
は
、
東
海
道
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
栄
え
、
参
勤
交
代
な
ど
の
荷
物
の

取
継
ぎ
人
足
や
旅
人
も
多
く
、
こ
の
た
め
米
の

需
要
が
高
く
、
調
達
に
は
美
濃
や
松
本
平
か
ら

高
い
米
を
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

当
時
か
ら
木
曽
に
は
生
活
用
品
で
あ
る
桶
、

食
器
な
ど
豊
富
な
木
製
品
が
あ
り
、
伊
那
で
は

米
の
供
給
が
可
能
で
、
こ
れ
ら
の
交
易
が
で
き

な
い
も
の
か
と
誰
も
が
考
え
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

元
禄
九
年
に
、
旧
日
義
村
神
谷
の
古
畑
権
兵

衛
と
い
う
人
が
、
権
兵
衛
街
道
を
開
削
し
た
こ

と
に
よ
り
、
物
資
の
交
易
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
て
牛
馬
が
や
っ
と
通
行
で
き
る

程
度
の
急
峻
な
山
道
で
あ
り
、
積
雪
期
の
通
行

な
ど
困
難
さ
は
つ
き
ま
と
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
四
日
、
国
土
交
通
省
と
長

野
県
の
施
工
に
よ
り
待
望
の
木
曽
・
伊
那
連
絡

道
と
し
て
権
兵
衛
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
と
な
り
、

交
易
や
文
化
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
、

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
通
か

ら
半
年
が
経
過
し
、
観
光
面
で
は
入
り
込
み
者

の
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら
峠
方
面
を
見
れ
ば
、
奈

良
井
国
有
林
一
五
五
一
林
班
の
造
林
地
が
望

め
、
峠
付
近
に
は
、
伊
那
市
上
戸
・
中
条
の
農

民
が
米
作
り
の
た
め
に
木
曽
側
か
ら
水
を
引
い

た
用
水
路
や
流
量
を
測
っ
た
水
枡
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

峠
か
ら
徒
歩
で
二
十
分
の
尾
根
に
は
樹
齢
二

五
〇
年
余
の
風
雪
に
耐
え
て
き
た
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ラ
マ
ツ
が
そ
び
え
、
往
時
の
街
道
の
鬱
蒼
と
し

た
感
じ
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

◇
ア
ク
セ
ス

木
曽
側
か
ら
は
、
国
道
一
九
号
木
曽
町
日
義

か
ら
東
方
へ
国
道
三
六
一
号
に
分
岐
し
伊
那
方

面
に
向
か
う
。
塩
尻
市
か
ら
国
道
一
九
号
を
南

下
す
る
と
奈
良
井
よ
り
県
道
を
経
て
至
る
。
伊

那
市
か
ら
中
央
道
伊
那
イ
ン
タ
ー
よ
り
約
一
㎞

南
に
国
道
三
六
一
号
が
東
西
を
横
切
る
。
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木曽森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

ごんべい 

20 

木
曽
谷
と
伊
那
谷
を
結
ぶ

権
兵
衛
ト
ン
ネ
ル

峠に建つ古畑権兵衛の
遺徳を讃える石碑

新しく開通した権兵衛トンネル

規定以上の水を木曽側へ戻す水枡

中部森林技術交流発表会の開催について 

　中部森林管理局では、国有林・民有林・大学・ＮＰＯ等が日頃から取り組んでいる森林・林業に関する試験研究、林業
体験活動の取組内容について発表し、関係者の交流を深めるとともに、更なる森林・林業の推進とこれら成果の普及
に資するため、中部森林技術交流発表会を下記のとおり開催します。 

お知らせ 

１　日　時　平成１９年２月８日（木）～９日（金） 
２　場　所　長野市大字栗田７１５-５　中部森林管理局　大会議室 
３　担　当　指導普及課　（電話050-3160-6579） 

記 


